
藥
恒
の
年
代
に
就
て

一
（
糠
艦
甥
に
於
け
る
佛
教
嬉
來
の
観
察
）
i

　
扶
桑
略
記
の
押
明
天
皇
の
十
三
年
の
條
に
、
日
吉
山
藥

恒
法
師
法
華
験
詑
に
、
延
暦
寺
俗
灘
岸
の
記
を
引
用
し
て
、

轍磁

｣…

V
白
罵
の
即
位
ユ
丁
ぬ
ハ
．
年
に
、
　
十
ハ
隙
屑
漢
・
人
一
円
㍑
梅
達
止
一
か
二

月
來
朝
し
て
、
大
和
國
高
市
郡
坂
田
原
に
求
倉
を
安
概
し

て
禮
豪
し
た
。
之
が
欽
明
天
皇
以
前
に
像
法
の
渡
來
し
た

謹
糠
で
あ
る
ビ
い
ふ
文
章
が
あ
る
っ
其
の
文
は
左
の
遜
り

で
あ
る
Q

　
日
吉
虚
饗
恒
御
師
法
華
瞼
記
云
、
延
暦
寺
賎
女
學
記
云
、
第
潤

　
七
代
辮
帰
艦
天
白
鱗
三
位
－
†
山
ハ
年
一
十
寅
、
大
駈
漢
入
乙
部
村
圭
司
曜
尚

　
蓬
止
、
此
年
春
二
月
入
朝
、
師
結
草
於
大
和
國
高
市
郡
坂
田
原

　
安
置
本
心
、
蹄
依
一
一
、
爆
世
皆
云
、
是
大
唐
神
門
、
綴
欝
欝

　
懸
者
見
寓
話
、
欽
明
天
皇
以
蘭
、
麿
入
舞
來
佛
像
然
而
弄
流
布

　
慮
a
　
　
〆

　
．
上

　
　
　
第
十
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
藥
盤
の
年
代
に
就
て

大

屋

徳

城

　
其
の
後
、
元
亨
繹
書
を
始
め
、
欽
明
天
皇
以
前
佛
澱
渡

來
の
説
ご
し
て
、
多
く
は
縫
醗
十
六
年
説
を
探
用
し
て
み

る
。
元
享
繹
書
の
恕
十
七
に
次
の
一
節
が
あ
乃
。

　
司
馬
蓬
田
継
姉
人
、
鰹
腿
十
六
年
來
朝
…
、
｝
丁
電
縫
｛
刀
出
小
有
…
擁
法

　
達
等
於
和
州
高
市
坂
田
原
、
結
草
堂
奉
佛
、
世
未
知
佛
、
號
日

　
異
域
神
、

　
此
の
傳
説
が
如
何
な
る
根
擦
を
膚
す
る
か
に
就
て
は
、

先
づ
日
吉
由
藥
値
法
師
の
纏
贋
や
時
代
ご
、
莫
の
撰
述
に

係
る
法
華
験
記
ご
、
夫
れ
か
ら
粟
の
中
に
引
用
さ
れ
た
灘

零
記
ご
延
暦
寺
儒
灘
爆
ご
夏
に
灘
岸
詑
に
引
か
れ
て
を

る
「
緑
髪
」
な
る
も
の
を
知
ら
ね
ば
な
ら
蝕
。
然
る
に
、
法

華
験
記
も
灘
潔
記
も
散
逸
し
て
簿
は
つ
て
居
ら
澱
上
に
、

第
一
號
　
　
一
一
五
　
（
一
一
五
）



第
十
巷

纂
　
　
凝
臓
頓
年
代
に
就
て

灘
爆
も
藥
恒
も
何
等
分
怨
し
た
こ
ご
の
な
い
入
で
あ
る
◇

從
て
膚
の
総
説
の
復
値
や
性
質
が
分
ら
絵
の
で
あ
る
。

　
扶
桑
略
詑
に
は
、
爾
垂
仁
天
皇
の
三
ナ
七
年
．
敏
達
天

皇
の
六
年
、
宇
多
天
皇
の
仁
和
凹
年
，
醗
醐
天
皇
の
延
竃
蹴

二
年
の
各
條
に
、
藥
恒
の
法
華
験
記
を
贋
い
て
あ
る
。
垂

仁
冒
紀
三
十
七
年
に
云
一
。

　
三
吉
上
鮎
者
蘂
恒
所
脚
本
翰
法
花
験
“
記
云
、
後
漢
製
帝
永
峯
十

　
年
下
卯
、
佛
像
教
始
來
漢
地
、
相
當
B
本
第
十
一
代
崇
瀞
天
皇

緊
緊
士
ハ
年
丁
聖
歳
臨
監

敏
…
逢
紀
山
ハ
・
年
の
條
に
一
置
ノ
、
o

　
醜
塞
桐
桝
法
柳
漁
駿
‘
記
…
五
、
紬
敏
申
運
天
白
三
六
年
丁
断
、
百
溝
眉
圃
献
…
驚
鷹
弥
魏
二

百
馨
、
此
経
論
中
肇
岡
轟

仁
和
四
年
の
條
に
云
く
。

　
貼
出
南
谷
沙
門
藁
置
所
書
本
輯
法
華
験
記
云
、
仁
利
四
年
、
常

　
陸
國
書
生
飛
動
貞
成
、
典
宅
盗
擁
、
財
貨
豊
艶
、
素
篤
信
崇
敬

　
佛
法
、
一
般
講
裾
百
人
能
書
墨
金
光
明
寺
、
覧
…
百
部
法
華
経
，

　
蟹
干
十
度
書
千
部
了
、
侮
日
衣
矯
禮
維
三
遍
，
設
四
日
之
法
倉

　
演
一
座
之
講
経
，
於
國
分
寺
開
講
供
養
、
東
大
寺
檎
延
喜
是
鷺

山
∴
聴
酬
　
　
　
一
　
噛
山
上
　
（
一
一
山
ハ
）

　
蛙
龍
象
決
帰
花
倫
、
説
法
無
比
，
講
件
沙
門
爲
其
講
師
、
施
以

　
千
倉
之
粛
、
供
以
百
壕
之
醜
し
覚
ハ
後
葉
那
師
世
、
星
霜
多
移
、

　
貞
繊
之
孫
淺
井
春
出
勤
公
有
欝
賜
國
橡
、
着
任
之
闘
、
騨
馬
之

　
中
有
一
斑
駄
、
背
有
銘
文
飛
鳥
頁
成
、
春
澤
驚
異
以
稻
千
京
、

　
買
得
一
能
、
厚
輿
水
草
、
不
敢
役
仕
、
貞
成
三
三
云
、
我
爲
償
鶴
生

　
報
、
今
受
騨
馬
身
也
．
春
羅
夢
中
三
三
、
三
三
千
部
法
花
経
勤
修

　
四
羅
大
法
會
，
何
回
回
報
乎
．
貞
門
答
云
、
善
悪
回
報
各
以
有

　
胴
、
難
受
編
身
．
隔
生
揚
後
、
依
嘱
力
可
得
楽
天
，
苦
役
之
期

　
巳
以
不
順
、
而
頼
買
我
役
、
安
身
経
廻
夷
、
春
灘
忽
爲
爽
・
成
霧

肇
経
蔀
、
厭
蓑
馬
不
経
讐
於
厩
中
琵

延
喜
二
年
の
、
條
に
云
く
。
　
　
　
　
　
　
　
・

　
薬
煙
法
華
験
記
云
、
延
霧
年
申
仁
魂
寺
仁
元
内
供
弟
子
総
準
郎
、

　
與
葉
田
録
事
成
西
進
．
契
，
越
邦
常
語
李
如
日
、
我
臨
終
臨
不
持

　
妻
子
、
偏
仰
法
師
汲
引
、
裳
録
事
畝
病
、
寧
豊
満
訪
、
経
n
夜

　
後
、
再
江
蘇
生
、
語
云
、
冥
艇
盛
行
，
乃
到
一
城
、
立
於
門
下

　
於
鋼
だ
花
協
醤
蛸
櫓
…
一
・
八
申
脚
亦
一
環
鶴
岬
寓
・
云
｝
閥
…
王
必
｛
石
甑
今
談
旧
童
晶
鯛
読
口

　
業
考
、
汝
擁
報
雷
、
我
有
望
調
法
花
絹
願
，
鋒
事
間
臼
、
聖
人

　
是
誰
乎
、
億
乃
饗
云
、
汝
雀
生
時
、
他
人
寸
法
購
経
、
書
方
便
晶

　
装
顛
、
汝
以
水
加
薬
、
我
是
彼
方
便
晶
也
、
曇
口
畢
懸
失
、
郭
召

堂



　
国
女
、
閻
玉
聖
日
、
汝
一
生
聞
修
何
功
徳
、
答
言
、
嚢
可
奉
害

　
法
華
纒
願
、
大
王
畏
敬
、
合
掌
夢
語
、
郎
仰
有
司
、
令
考
虚
實
、

　
冥
官
勘
札
、
蕪
立
願
交
、
王
思
慮
日
、
縫
難
妄
語
遽
造
纏
願
、

　
須
速
瀬
還
、
録
事
懐
喜
楚
出
、
愛
有
一
法
師
、
樟
縫
立
於
門
生
、

　
逗
來
問
日
、
仁
由
何
事
遽
以
還
去
、
羨
島
影
我
、
即
日
、
．
辮
有

　
書
露
法
花
呪
願
、
野
田
閻
王
放
発
馬
遣
、
次
召
法
師
、
閣
王
問

　
言
，
葭
生
以
引
臼
何
善
業
、
法
師
断
言
錠
前
、
大
王
屍
霧
如
前
、

　
二
人
三
三
三
生
、
録
事
蘇
息
之
後
、
三
三
此
願
、
爲
買
経
紙
、

　
同
一
李
三
二
一
一
市
、
交
易
之
頃
、
法
師
走
來
、
纂
明
車
簾
要

　
望
残
紙
、
謬
見
録
事
、
々
々
署
師
、
互
難
額
親
、
爾
入
髪
髭
、

　
法
師
漸
憶
得
冥
途
事
、
先
鷲
一
般
冥
府
切
端
、
幸
由
に
恩
、
．
既

　
被
優
免
，
録
事
追
念
、
彼
此
悲
喜
、
法
師
云
、
年
來
住
河
内
國

　
智
識
寺
、
勤
寺
主
職
也
、
各
蹄
木
家
書
窮
穣
養
、
加
一
滴
水
癌

繋
晶
　
　
　
　
　
　
　
亀

　
其
の
後
は
延
毒
二
十
三
年
の
條
に
、
叡
山
智
源
法
師
法

華
験
記
こ
い
ふ
も
の
が
引
い
て
あ
る
が
、
藥
恒
の
法
華
験

記
ご
は
同
名
の
剃
書
で
あ
ら
う
。
以
上
の
引
用
交
仁
依
り

て
考
へ
て
み
る
ご
、
扶
桑
賂
記
編
纂
の
頃
迄
は
藥
恒
の
法

　
　
　
第
十
巷
　
　
雑
纂
　
　
藥
慨
の
年
代
に
就
て

華
言
記
が
存
在
し
た
こ
ご
は
確
實
で
あ
る
や
う
に
思
は

れ
る
。
然
る
に
、
其
の
後
同
書
は
散
逸
し
て
了
つ
た
や
う

で
あ
る
。

　
然
る
に
、
此
に
「
天
台
比
叡
山
延
暦
寺
隠
者
繹
藥
恒
集
」

こ
い
ふ
撰
號
を
有
す
る
鴬
勝
興
言
逃
本
勘
定
持
謙
切
能
麿
一

朝
日
域
興
隆
流
布
緑
超
こ
い
ふ
長
い
名
の
本
が
一
部
獲
見

さ
れ
た
。
余
の
知
っ
て
み
る
の
は
高
山
寺
燐
藏
の
本
ご
金

鰯
個
所
臓
の
本
ご
で
あ
る
が
、
高
出
寺
本
は
｝
紙
許
の
小

器
子
で
あ
る
が
、
金
闘
蕨
本
は
相
當
の
紙
数
を
有
っ
た
…

冊
の
本
で
あ
る
。
前
言
は
撰
號
が
な
い
の
で
．
何
人
の
著

か
分
ら
な
か
っ
た
が
、
後
者
に
は
覇
に
撰
號
が
あ
る
の
で
、

尊
墨
の
讐
る
こ
嘉
分
・
の
で
あ
・
。
魏
巖
騰
鵠

　
　
朝
行
ぜ
ら
れ
糞

　
後
者
は
雰
常
に
虫
喰
ひ
が
多
く
て
、
紬
讃
め
に
く
い
が
、

絡
に
左
の
奥
書
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
止
力
）

　
　
長
承
二
年
伸
夏
月
□
為
熟
比
於
朱
雀
房
以
獣
本
阿
開
墾
膚
湖
本

　
　
へ
定
力
）

　
　
命
婦
患
師
［
目
一
己
窮
梵
文
郎
一
言
了

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
｝
號
　
　
　
…
一
七
　
（
二
七
）



　
　
　
第
ナ
巷
　
　
雑
　
纂
　
　
薬
瓢
の
年
代
に
就
て

　
右
の
奥
書
も
虫
喰
ひ
や
破
れ
が
あ
る
の
で
十
分
に
は
讃

め
な
い
が
、
先
づ
右
の
遮
う
に
窪
ん
で
み
た
が
、
多
分
譲

は
な
か
ら
う
ご
思
ふ
」
之
に
依
れ
ば
、
桑
畳
が
登
営
し
て

長
承
二
年
の
五
月
に
寓
し
た
驚
華
墨
も
の
で
あ
ら

う
。
而
し
て
現
本
に
就
て
槍
す
る
に
、
長
承
年
問
の
寓
こ

し
て
宜
し
か
ら
う
ご
思
は
れ
る
爲
本
で
あ
る
Q

　
…
幡
此
で
考
へ
て
み
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
ご
は
法
華
寺
…
認
の
著

者
た
る
藥
恒
ご
、
尊
勝
陀
羅
尼
の
流
布
縁
萢
の
虚
者
た
る

藥
慎
こ
か
観
入
か
胴
人
か
ご
い
ふ
こ
ご
で
あ
る
Q
藥
恒
こ

い
ふ
名
は
同
一
で
あ
る
し
Q
藏
吉
出
薬
恒
法
師
ご
天
台
比

叡
山
延
暦
寺
慰
者
触
込
恒
ご
、
其
の
住
山
も
同
じ
で
あ
る

し
、
恐
ら
く
同
一
入
で
あ
ら
う
ご
思
は
れ
る
上
に
、
一
方

は
扶
桑
略
記
に
引
用
さ
れ
て
居
る
以
上
、
季
安
朝
を
下
ら

ぬ
入
で
あ
る
轟
き
で
あ
る
ご
同
時
に
㍉
他
方
も
亦
長
承
年

中
頃
よ
り
下
ら
ぬ
人
で
あ
る
臨
き
で
あ
る
か
ら
、
之
れ
乱

暴
安
朝
よ
り
下
ら
ぬ
人
で
な
く
て
は
な
ら
澱
。
而
し
て
雨

書
の
性
質
か
ら
考
へ
て
も
、
一
方
は
奨
の
名
ご
前
引
の
例

　
　
　
　
　
　
　
第
　
號
　

＝
八
（
こ
入
）

文
の
示
す
が
如
く
，
法
華
経
の
睡
眠
諺
を
集
め
た
も
の
で

あ
ら
う
し
、
．
他
方
は
鉾
勝
陀
羅
尼
の
流
布
並
に
露
験
譲
を

集
め
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
い
は
“
同
一
思
想
の
産
物
で

あ
る
。
以
上
の
事
触
か
ら
考
へ
て
み
る
時
は
、
此
の
雨
人

ぱ
岡
一
入
で
あ
る
ご
考
へ
て
も
不
・
鰹
然
な
ご
こ
ろ
は
な
い

や
う
で
あ
る
O

　
今
此
の
爾
人
が
同
一
入
で
あ
る
こ
い
ふ
結
論
の
下
に
、

愈
勝
陀
羅
尼
の
流
布
糞
蝿
を
調
査
し
て
ゆ
く
ご
、
其
の
中

の
年
號
等
に
遇
う
て
、
漿
恒
の
年
代
が
大
ま
か
な
が
ら
推

定
せ
ら
る
、
の
で
あ
る
。

　
尊
勝
陀
羅
尼
の
流
・
布
縁
起
は
首
に
序
文
あ
り
て
、
次
に

本
文
は
左
の
十
七
門
か
ら
成
っ
て
み
て
、
多
く
は
支
那
の

事
蹟
が
暴
げ
て
あ
る
が
、
最
後
の
一
項
だ
け
が
神
号
に
蘭

す
る
も
の
で
あ
る
。
先
つ
目
次
を
墨
げ
よ
う
。

　
（
1
）
　
佛
導
波
利
六
番
梵
爽
縁
「
記
序
集
門
第
一

　
（
2
）
　
蕩
蕩
象
勝
陀
羅
尼
経
同
本
異
課
年
月
前
後
糖
蜜
簡
珊
門

　
　
　
　
第
二
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善
住
天
子
七
返
受
菩
業
報
因
緑
門
第
三

善
往
天
子
持
謙
鏡
言
轄
除
業
報
塒
盆
期
首
門
第
四

亡
者
受
苦
救
罪
生
天
門
第
五

窟励

R
回
縫
上
m
幽
衡
跡
氾
・
甲
安
轍
　
陶
剛
維
尼
利
盆
。
功
鱒
肥
㎜
目
第
六

禽
獣
乙
類
一
跡
語
言
不
受
蓄
身
第
七

持
一
三
言
救
濟
重
罪
門
驚
〃
八

議
兇
毒
煙
閻
王
放
赦
伺
讃
歎
喜
門
第
九

萬
病
潰
滅
身
禮
安
穏
門
第
十

未
諦
聞
名
薫
習
利
盆
門
違
十
一

短
命
壌
講
門
第
十
二

信
施
浦
滅
門
第
十
三

同
本
異
羅
随
羅
尼
校
合
差
異
門
第
十
四

奪
藁
筆
羅
尼
持
舗
験
忌
門
第
＋
五
唐
閣

持
唾
罵
臨
池
羅
尼
麟
…
除
…
抜
臓
”
門
田
昂
・
†
山
ハ
臼
臨
不

行
信
灘
野
鼠
児
却
却
感
悦
來
供
齋
食
門
第
十
七

右
の
諸
本
中
年
號
に
係
る
事
項
を
窺
察
す
る
に
、
多
く
は

唐
親
の
事
實
に
係
る
も
の
で
あ
っ
て
、
日
本
の
事
實
は
真

凱
延
喜
の
年
號
に
係
る
も
の
が
僅
に
存
す
る
に
過
ぎ
滋
。

　
　
　
第
十
巷
　
　
雑
　
纂
　
　
蒜
恒
の
年
代
に
就
て

　
序
文
に
於
い
て
唐
、
日
本
の
事
項
を
塞
ぐ
る
中
に
左
の

立
項
が
あ
る
Q

　
（
哺
）
大
暦
＋
一
年
天
下
の
櫓
尼
に
令
し
て
奪
勝
随
羅
尼
を
議

　
　
　
　
せ
し
め
し
こ
ε
、

　
（
二
）
天
安
の
頃
掘
持
院
に
仰
せ
て
仁
明
聖
鰹
の
爲
に
、
侮
月

　
　
　
　
壮
こ
過
を
撮
せ
し
め
し
こ
唱
し
，

　
（
三
）
　
鼠
輩
以
來
貞
親
寺
三
年
分
度
者
を
し
て
陶
羅
尼
を
持
謙

　
　
　
　
し
て
國
家
の
宏
編
を
所
ら
し
め
し
こ
ε
、

　
（
四
）
　
延
長
三
年
の
炎
早
に
、
随
羅
尼
を
持
諦
し
、
爾
を
所
り

　
　
　
　
て
駿
あ
り
し
こ
ミ

　
（
五
）
朱
雀
天
皇
の
嬬
に
、
註
疏
尼
を
持
諦
し
、
所
蒔
せ
し
め

　
　
　
’
ら
れ
し
こ
惜
こ
。

次
に
十
七
門
中
第
三
よ
う
第
十
三
迄
は
大
抵
諸
異
謬
の
曾

勝
随
羅
尼
纏
中
の
事
項
を
扱
還
し
た
る
も
の
で
あ
る
か

ら
、
年
代
に
煙
し
て
は
新
事
實
を
輿
へ
な
い
。
而
し
て
、

第
畑
、
第
二
、
第
十
四
、
窮
十
五
．
第
十
六
、
纂
十
七
の

六
門
に
年
三
に
係
る
事
實
が
翠
っ
て
居
る
。

　
第
一
門
は
佛
随
波
利
の
翻
諜
の
事
賓
が
畢
げ
て
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
’
第
一
號
　
　
　
一
一
九
　
（
一
一
九
）

解



　
　
　
第
十
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
簗
恒
の
年
代
に
就
て

第
二
門
は
五
種
の
異
課
あ
う
ビ
し
て
各
莫
の
事
實
を
暴
げ

て
あ
る
。
其
の
年
代
は
左
の
懲
り
で
あ
る
。

　
（
扁
）
　
佛
頂
奪
勝
権
羅
尼
経
一
巷
　
　
　
　
　
　
儀
鳳
四
年

　
　
　
大
唐
朝
散
郎
行
鴻
櫨
寺
典
客
層
員
外
二
郎
祉
行
額
謬

　
（
こ
）
　
佛
頂
最
勝
遍
羅
尼
経
一
怨
　
　
　
　
　
　
永
淳
九
年

　
　
　
中
天
竺
三
藏
地
婆
認
羅
永
淳
元
年
五
月
掛
三
臼
於
西
京
弘

　
　
　
編
寺
共
沙
門
彦
珠
課
　
　
　
・

　
（
三
）
　
佛
頂
．
奪
勝
随
感
尼
経
一
怨
　
　
　
　
　
　
永
淳
二
年

　
　
　
難
論
沙
門
幽
晦
波
利
霧
於
野
糞
順
貞
課

　
（
四
）
　
最
勝
佛
頂
随
羅
尼
浮
除
業
障
経
蝋
巻

　
　
　
β
照
於
菓
饗
沙
門
慧
鐸
轟
譲
癬

　
（
五
）
　
佛
頂
奪
勝
晦
羅
尼
経
一
嚢
　
　
　
　
　
　
景
龍
鱒
年

　
　
　
大
唐
三
藏
義
浄
於
菅
薦
編
寺
翻
縷
言
課

右
は
何
れ
も
麿
の
高
宗
、
中
宗
の
時
代
に
係
る
も
の
で
あ

る
。
次
に
第
十
四
の
同
本
読
謬
随
羅
尼
勘
校
差
異
門
に
は

纒
に
五
家
の
鐸
あ
り
、
眞
言
に
十
二
の
異
同
あ
り
ご
て
、

左
の
十
二
種
を
蓬
ね
て
居
る
。

　
（
一
）
　
杜
行
顯
課
随
羅
尼

（
二
）
G
δ

（
四
）

（
五
、
）

へ
六
）

（
七
）

（
八
）

（
九
）

（
＋
）

　
（
＋
一
）

　
（
＋
；

右
の
中
、

る
も
の
で
あ
る
Q

次
に
第
十
五
門
の
持
議
陀
羅
尼
験
記
に
は
．
左
の
諸
項
が

蓮
べ
て
あ
る
。

　
（
一
）
　
大
唐
朝
議
大
夫
下
侍
御
史
武
徹
並
に
同
侍
御
史
蒋
刑
が

　
　
　
　
倶
に
此
の
随
羅
尼
を
持
謙
せ
し
こ
ミ
、

　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
一
二
〇
　
（
コ
一
〇
）

地
婆
誕
羅
｝
二
藏
課
随
筆
尼

佛
皆
野
利
課
臨
羅
尼

臨
照
三
藏
於
東
都
轡
課
晦
羅
静

劇
浮
三
蔵
羅
随
縁
工

大
廣
智
三
藏
課
隙
蔵
匿

善
無
畏
瓢
無
難
竃
羅
尼
毅
灘
麟

加
西
其
足
隙
羅
尼

大
廣
智
三
藏
油
類
句
義
福
稲
尼

大
唐
法
花
寺
内
供
奉
法
益
蓮
佛
頂
．
愈
勝
臨
羅
尼
縷
疏
出

盛
羅
尼

　
弘
法
大
師
叢
叢
隙
羅
尼

　
客
劉
爽
施
印
大
施
羅
置
換
本

劉
爽
の
年
代
不
明
の
外
、
何
れ
も
唐
朝
に
属
す



　
Q
一
）
開
元
廿
六
年
瀞
．
都
張
課
長
回
忌
父
母
の
爲
に
，
此
の
晦

　
　
　
　
羅
尼
を
持
著
し
て
、
亡
者
盤
外
を
帯
し
こ
ε
，

　
（
三
）
　
開
元
中
五
盗
山
下
の
一
房
士
此
の
施
羅
尼
を
持
卜
し

　
　
　
　
て
、
亡
父
の
弓
庭
を
知
ら
ん
こ
ミ
を
求
め
て
奇
瑞
あ
り

　
　
　
　
し
こ
、
こ
、

　
（
四
）
　
束
京
王
小
府
な
る
も
の
夢
心
梵
櫓
よ
り
此
の
晦
羅
尼
の

　
　
　
　
贋
本
の
文
話
を
授
け
ら
れ
し
こ
ミ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぱ

　
而
し
て
、
（
二
）
（
三
）
（
四
》
は
倶
に
「
具
如
本
記
」
ご
注
し

て
あ
る
。
次
に

　
大
日
本
國
信
心
居
士
持
謙
愈
勝
曹
除
載
襟
当
第
＋
六

　
　
　
　
も

ε
し
て
、
貞
槻
め
比
、
茨
田
眞
盆
な
る
人
が
三
四
入
ご
同

行
し
た
時
、
異
様
の
雲
客
に
遇
ふ
た
が
、
亘
入
は
同
行
の

者
を
指
し
て
、
凍
年
二
月
十
二
日
に
死
す
隠
し
ご
い
ふ
》

総
て
如
何
に
し
て
馨
る
碧
き
か
を
問
ふ
た
が
、
雪
肉
随
羅

尼
を
諦
持
す
怪
し
ご
の
澱
を
蒙
り
て
夢
さ
め
た
。
然
る
に

俗
線
な
る
叡
山
総
持
院
十
灘
師
黒
和
爾
に
雪
山
碧
羅
尼
は

奪
勝
陶
羅
尼
な
る
べ
し
ご
示
さ
れ
、
傳
要
し
て
議
持
し
た

が
、
二
月
十
二
臼
に
和
爾
を
尊
宅
に
講
じ
て
、
嶢
香
散
華

　
　
　
第
十
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
藥
恒
の
年
代
に
就
て

念
議
し
た
が
、
串
剋
に
宅
中
の
女
人
建
門
し
て
忽
ち
弊
れ

死
し
，
悪
馬
一
疋
も
同
時
に
薫
れ
た
。
之
れ
は
主
人
の
身

代
り
ご
爲
つ
た
の
で
あ
る
。
漏
れ
に
就
い
て
、
沙
門
避
世

の
撰
し
た
験
記
が
一
三
あ
る
。
眞
盆
は
延
喜
の
聖
暦
に
侍

誉
ビ
航
り
て
殿
し
、
亡
子
の
房
常
も
亦
家
風
を
縫
い
で
侍

欝
ご
爲
つ
た
こ
夕
べ
て
を
る
。

　
次
に
大
縫
本
國
修
行
灘
師
行
信
持
議
混
晶
紳
戚
給
使
門

第
十
七
こ
し
て
、
誉
奮
の
傳
を
述
べ
て
、
左
の
如
く
書
い

て
を
る
。

　
行
信
は
経
歴
の
分
ら
球
人
で
あ
る
が
、
隠
者
で
鴬
勝
陥

羅
尼
を
持
議
し
て
修
行
し
て
み
た
Q
或
時
僻
芸
園
の
紳
門

山
に
行
ひ
す
ま
し
た
が
、
一
入
の
美
女
が
來
て
、
何
故
に

斯
る
山
申
に
修
行
す
る
か
を
問
ひ
、
そ
の
野
心
に
戚
じ
て

齋
飯
を
整
へ
て
供
養
し
て
串
す
に
は
、
我
は
山
導
で
あ
る

が
、
沓
師
の
熟
心
に
醸
じ
て
奉
る
の
で
あ
る
と
い
っ
て
、

翌
欝
も
雲
煙
へ
て
串
す
に
は
、
我
夫
圖
ら
す
も
愚
者
に
害

せ
ら
れ
た
が
、
死
骸
が
山
谷
に
亙
っ
て
み
る
の
で
．
今
に

　
　
　
　
　
　
　
　
節
一
躍
　
　
　
一
二
「
　
（
一
二
．
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ボ



　
　
　
纂
十
巷
　
　
雑
　
纂
　
　
藥
魁
の
年
代
に
就
叉

一
数
一
蔵
敷
め
る
こ
ご
が
幽
愚
な
い
。
獺
騨
師
堰
く
は
隅
ル
臥
刀
を
以

て
焼
速
し
給
（
か
し
ご
、
行
信
請
に
從
う
て
遮
れ
を
葬
っ

た
の
で
，
美
女
大
に
喜
び
、
五
百
戸
の
封
を
上
っ
て
覚
ハ
の

恩
を
謝
し
た
。
行
信
此
に
一
寺
を
建
て
た
が
、
今
騨
門
山

に
在
り
て
、
紳
門
脚
宮
寺
ご
號
す
る
の
が
垂
れ
で
あ
る
。

｝
以
上
の
験
記
を
案
ず
る
に
、
支
那
で
は
唐
の
開
元
の
年

立
が
見
え
、
日
本
で
は
、
貞
掘
、
延
喜
の
年
號
が
見
え
て

を
る
。
…
從
て
爾
…
國
を
閉
じ
て
、

　
天
安
、
貞
翻
、
延
喜
、
延
長
二

等
の
日
本
の
年
號
が
尤
も
新
し
い
わ
け
で
あ
る
。
而
し
て

更
に
、

　
弘
法
大
師
讐
來
の
奪
勝
隠
士
尼
の
こ
ご
、

　
朱
雀
天
皇
の
奉
爲
に
悪
し
た
こ
哨
し
、

が
見
え
て
を
る
。
而
し
て
塞
海
に
弘
法
大
師
ビ
鍮
號
を
賂

つ
た
の
は
延
喜
二
十
一
年
で
、
朱
雀
天
皇
の
御
代
は
其
の

後
十
年
醒
の
承
軍
元
年
か
ら
天
慶
の
絡
迄
績
く
の
で
あ

る
。
然
れ
ば
、
此
の
本
は
少
く
こ
も
承
手
、
天
慶
贋
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
銘
一
盤
　
　
　
こ
ご
一
　
（
「
二
二
）

早
く
出
職
る
こ
い
ふ
筈
は
な
い
の
で
あ
る
。
而
し
て
其
の

尤
も
下
る
年
代
は
書
寓
さ
れ
淀
長
承
二
年
よ
り
下
る
課
に

は
行
か
滋
の
で
あ
る
Q
天
慶
九
年
か
ら
長
承
二
年
ま
で
は

百
入
十
八
年
で
あ
る
か
ら
、
此
の
欄
頃
に
轡
來
た
こ
ご
は

路
推
霧
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
真
意
、
延
喜
、
朱

雀
天
皇
の
頃
よ
り
下
っ
た
記
載
の
な
い
こ
こ
ろ
を
槻
れ
ば

藥
恒
の
生
存
し
た
の
は
此
の
頃
で
は
な
か
っ
た
か
ご
思
は

れ
る
。
從
て
法
華
験
記
ご
前
論
の
如
く
．
延
喜
こ
年
以
後

の
引
文
が
な
い
か
ら
、
恐
ら
く
此
頃
の
作
で
あ
ら
う
。
灘

爆
の
年
代
が
分
ら
漁
の
は
還
憾
で
あ
る
が
，
斯
る
考
察
に

依
り
て
、
織
髄
朝
の
佛
激
傳
來
説
を
考
ふ
る
上
に
、
…
幾
分

の
光
明
が
得
ら
る
、
こ
ご
、
信
ず
る
。
大
正
＋
二
年
九
月
四
日

稿
了
、
同
十
三
年
十
月
十
三
H
修
「
正


